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1990年6月 ソポクレース 『オイデイブース王』訳 ･解説 (岩波書店 ｢ギ
リシア悲劇全集｣3) (この解説で､作品解釈の新しい説が
述べられる)

































































































の現場 E 叉路｣の場所を示す語 enとprosの意味の相違を
再び盲関田に検討する)
1999年12月 骨静への癌の転移のため､大阪医大付属病院に入院 伊臣路猫
協大学には11月20日頃まで通勤)
2000年3月 3日 大阪医大付属病院で逝去
2000年3月 10日 論文3｢『オイデイブース王』再考｣(『西洋古典学
研究』48,pp.1-18)
以上の年譜風の簡略な覚え書きからも分かるように､とりわけ1998年以降
の先生のオイディプス論の深化と進展は､ご自身の病魔との闘いと並行してい
た｡私は､ご研究について詳しく教えていただき､またご満気のこともおおよ
そは存じながら､この二つの関係についてはっきりとは気づかず､まったく迂
閥な教え子だったと悔やまれてならない｡最初の手術以来ずっと､癌の転移の
不安は先生の頭の中から消えなかったと奥様からうかがったのは､先生が不帰
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の客となられたあとのことだった｡
私は､先生が次々と精力的に草稿を送ってくださることを単純にも喜び､ご
自分の病気の体験に触れた草稿1でも､幾分余裕をもって語られているような
巨像 を受けて安心していた｡しかし今にして思えば､先生は､最後まであのよ
うに旺盛に学問の ｢真実を追求する｣ことによって､恐るべき病魔の力に精一
杯 ｢あらがおう｣とされたのではなかったか｡そして周囲の人々には､病気の
ことではあまり心配させないようにと気遣って､むしろ自分からどんどん研究
についてのメッセージを送られたのかもしれない｡ ｢真実｣を知らなかったの
は､皮肉にも､真実を知るはずのオイディプス劇の観客のように見ていた私
(たち)だったのである｡
岡先生は､ご容態の急変を多くの人に知らせずに世を去られた｡
病院では気も心もはっきりしておられたので､親しい多くの方々との別れ
が､かえってとてもつらいと思われたから､と奥様からおうかがいした｡そし
てご最期は､病の苦痛から解放されて､安らかな眠りにつかれた､と0
こうして私は､ずっとあとから心の中で先生のご最期を思い､その後ろ姿を
お見送りすることになった｡けれど､やはり､かなたに旅立たれる前に､あの
成果を伝えたかった､この出来事も知らせたかった｡せめてあと一言でもお話
して､教えを乞いたかった--- ｡ このように､今ではもう遅すぎる､はかな
い願いのみが次々とわいてくる｡目の前に､何かぽっかりと大きな空白が生じ
たようで､悲しみと痛恨の念は日々 増すばかりである｡
(ご病状の詳しい経過について､奥様に教えていただきました｡
謹んでお悔やみとお礼を申し上げます｡ 2000年9月記)
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